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Ⅰ．はじめに

　文部科学省は令和4年の「通常学級に在籍する特別な
教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」におい
て，知的発達に遅れはないものの学習面又は行動面で著
しい困難を示す児童生徒の割合が8.8%であることを報告
した。近年は，体育の分野においても障害のある生徒と
ない生徒が同じクラスで行う体育の授業を「インクルー
シブ体育」と定義し3），体育の授業においてもインクルー
シブ教育を推進するようになってきている。しかしなが
ら，現状として金山3）は，高い技能やルールを伴う球技
などのカリキュラムが導入されている中学校では，小学
校ほどインクルーシブ体育の有効性が認識されていない

と述べており，中学校におけるインクルーシブ体育に関
して教員を含めた支援者の理解が不足していることを指
摘している。加えて，保健体育という教科の特性として，
他の主要教科と比較して集団で実施する種目が多く，ク
ラスや集団との関わりが必須となり，近年は個人競技の
授業においてもきょうだいチーム制などのグループワー
クを中心とした授業が盛んに実施されるようになってき
た。そのため集団への適応が困難な児童生徒への支援は
欠かすことができない。特別支援教育の視点から，特別
支援教育についての理解が浅い教員に対してその対応の
あり方を示すことができたならば，通常学級に在籍して
いる児童生徒にとってもわかりやすい授業になると推察
される。
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　通常学級に在籍しているLD・ADHDの児童生徒の学
校生活上の困難さや，教師の視点からの困り，アプロー
チの必要性について，インクルーシブ体育に対する教員
の意識に焦点を当てた研究6）や，LD・ADHDの児童生
徒が学校生活の中でどのような行動をするかに関する研
究2）などがある。高木ら6）はインクルーシブ体育を実践
する保健体育科教員の現状について教員の経験や年数に
着目し，その経験がインクルーシブ体育の実践にどのよ
うな影響を与えているのかを明らかにしている。その中
で，教員の経験が長いほどインクルーシブ体育への意識
を高めているが，インクルーシブ体育における知識や理
解，技能が浸透しておらず，インクルーシブ体育を常日
頃から実施していないことが示唆されている。
　金山ら4）はインクルーシブ体育の課題について小学校
の現状に着目し，障害のある高学年児童や知的障害以外
の障害児の在籍の有無，教師の年齢，教職経験年数，特
別支援教育の経験年数の高低の観点から関連要因の比較
検討を試みた。その結果，通常学級における体育の授業
は，知的障害児のみが在籍する授業と比較して，健常児
への負担感から対戦相手やボールなどに左右されないク
ローズドスキルの種目を実施する傾向があることが示唆
された。
　これらの先行研究はインクルーシブ体育や通常学級に
在籍する発達障害の疑いがある生徒に対するアプローチ
に関する研究であるが，インクルーシブ体育を実践する
上での困りや課題に関わる研究はなされていない。そこ
で本研究では，通常学級における体育実技の授業におい
て，集団への適応が難しい生徒に対する指導に関して教
師がどのような困りを抱えているかを明らかにし，その
困難さに応じた集団競技やグループの活動における教育
的支援の在り方を考察することを目的とした。

Ⅱ．方　法

１．調査対象
　岐阜県A市の中学校 8校に所属する経験年数1年～
35年までの保健体育科教員を対象とした。市の校長会に
文書で調査への協力を依頼し，同意を得て実施した。教
員には回答は任意であることを伝え，選択式・記述式を
複合したアンケートを配布した。対象教員22名のうち14
名から回答が得られた（回収率68.2％）。

2．調査内容
　アンケートは，通常学級に在籍する発達障害の可能性
がある生徒の現状や，保健体育科教員の指導の現状に関
する項目，及び，体育実技の指導を行う上での教師の困

りに関する以下の項目から構成された。
1）�通常の学級における特別な支援を必要とする生徒の
現状について（選択+記述）

　調査対象の教員がこれまでに担当した過去3年間の
生徒の体育実技の授業の中で，以下の項目に該当する生
徒の人数を個人活動場面（陸上や水泳，縄跳びなど個
人で技能を高める活動）と集団活動場面（集団の球技や
グループワークの場面）のそれぞれについて記入しても
らった。また，その他については具体的な行動の記述を
求めた。
・授業に参加しない
・指示した活動内容と異なる行動をする
・グループ活動に参加できない
・教師の指導を聞かない・立ち歩く
・基本的な動作に著しい困難さがある
・生徒間のいざこざが起こる
・言語指示を理解できない
・その他気になる行動がある生徒
2）特別な支援を必要とする活動や競技について（記述）
　設問1の実態に該当する生徒がどのような種目におい
て見られたかについて個人活動場面と集団活動場面に分
けて記述式での回答を求めた（複数回答可）。
3）�特別な支援を必要とする生徒に対する指導支援の現状
とその結果について（記述）

　発達障害の可能性がある生徒，及び，集団への適応
が難しいと考えられる生徒に対しての支援の現状を記述
式で回答を依頼した。支援の現状について，文部科学省
『障害種別の学校における「合理的配慮」の観点』を参
考に回答を分類し考察を行った。『障害種別の学校にお
ける「合理的配慮」の観点』を以下に列挙する。
　・学習上または生活上の困難さを克服するための配慮
　・学習内容の変更調整
　・情報・コミュニケーション及び教材の配慮
　・学習の機会や体験の確保
　・心理面・健康面の配慮
　・専門性のある指導体制の整備
　・ 幼児児童生徒，教職員，保護者，地域の理解を図る
ための配慮

　・災害時等の支援体制の整備
　・校内環境のバリアフリー化
　・ 発達，障害の状態及び特性等に応じた指導ができる
施設・設備の配慮

　・ 災害時等への対応への対応に必要な施設・設備の配慮
4）指導や支援においての教師の困りについて（選択）
　前の設問を踏まえて発達障害の可能性がある生徒に対
する指導を行う際にどのような困りを抱えているかにつ
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いて複数選択式で回答を依頼した。また，「その他」の
回答については具体的記述を依頼した。選択肢は以下の
通り。
・障害の特徴について理解が十分でない
・該当生徒への適切なかかわり方がわからない
・安全面や学習に効果的な環境の設定が難しい
・ 該当生徒が他の生徒と積極的に関わるための助言や
声掛けが難しい
・ 発達障害の可能性がある生徒に対しての指導方法が
わからない
・その他
5）�通常校の保健体育科教員が指導や支援を行う際に必要
な情報について（記述）

　発達障害の可能性がある児童生徒を指導することを想
定した場合，どのような情報があると指導に役立つと考
えられるか，また，新任の教員にどのようなことを伝え
ていきたいかについて記述による回答を求めた。
　

Ⅲ．結　果

１．�通常の学級における特別な支援を必要とする生徒
の人数と実態について

　通常の学級における特別な支援を必要とする生徒の
人数と実態についての回答を図1に示す。個人活動場面
（陸上や水泳，縄跳びなど個人で技能を高める活動）と
集団活動場面（集団の球技やグループワークの場面）を
比較すると，いずれの場面においても「言語指示を理解
できない」生徒の人数が最も多く見られた。その他には，
個人活動場面では「授業に参加しない」生徒が多く，集
団活動場面では「グループ活動に参加しない」「生徒間
のいざこざが起きる」の項目の回答が多く見られた。

２．特別な支援を必要とする活動や競技について
　個人活動場面において特別な支援を必要とする種目と
して挙げられたものを図2に示す。該当する種目は，水
泳を挙げた保健体育科教員が 6名と最も多く，その他に
は陸上競技の持久走，ハードル，走り幅跳び，球技全般，
マット運動であった。

　集団活動場面おいて特別な支援を必要とする種目を図
3に示す。支援を要する種目として球技，体つくり運動，
ダンスが挙げられた。また，球技の具体的な種目として，
バレーボールと回答した教員が7名と最も多く，次いで
バスケットボールが3名，サッカー，ソフトボールが 2名
となった。
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図２．個人活動場面において特別な支援を必要とする種目
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図１．�通常の学級における特別な支援を必要とする生徒
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図３．集団活動において特別な支援を必要とする種目

－ 11 －

日谷・大伴：体育実技における保健体育科教員の困りと支援の現状に関する調査



３．�特別な支援を必要とする生徒に対する指導支援の
現状とその結果について

　特別な支援を必要とする生徒に対する指導支援の現状
を表1に示す。生徒への対応として，個人活動場面では
「学習内容の変更・調整」に関わる支援が多く，集団活
動場面では「幼児児童生徒・教職員・保護者・地域の理
解を図るための配慮」を実施する教員が多いことが示さ
れた。

　具体的な支援としては，個人活動場面では生徒の自発
的な参加を促すような配慮が挙げられた。集団活動場面
では「幼児児童生徒・教職員・保護者・地域の理解を図
るための配慮」を実施する教員が多いことが示された。
具体例として，意図的にグループを作成し，支援体制の
整備を行っており，その結果，生徒自身が目標を決め，
自発的に取り組む様子が多く見られたが，一部の生徒に
ついては，活動に全く参加しない場合もみられたことな
どが報告された。
　個人活動場面，集団活動場面に共通して，児童，生徒
の「心理面・健康面への配慮」をする教員が同程度おり，
生徒の不安を取り除くこと，不安定な状態になった時に
クールダウンする場を設けることが挙げられた。

４．指導や支援においての教師の困りについて
　発達障害の可能性がある生徒に対する指導上の困りの
実態を表 2に示す。「該当生徒が他の生徒と積極的に関
わるための助言や声掛けが難しい」という回答が8名と
最も多かった。次いで，「障害の特徴について理解が十
分でない」「該当生徒への適切なかかわり方がわからな
い」が 5名であった。

５．�通常校の保健体育科教員が指導や支援を行う際に
必要な情報について

　保健体育科教員が指導や支援を行う際に必要な情報に
ついての回答を表 3に示す。ここでの回答は「障害理解
に関わる記述」「生徒との関わりに関する記述」「具体的
な指導法について」「その他」に分類した。「障害に対す
る理解について」の項目では，主に発達障害の特徴とそ
うした児童生徒に対する対応について情報を求める回答
が得られた。

内　容 回答
者数

学習内容の変更・調整 8

心理面・健康面の配慮 7

幼児児童生徒，教職員，保護者，地域の理解を図
るための配慮 6

学習上又は生活上の困難を改善・克服するための
配慮 2

情報・コミュニケーション及び教材の配慮 2

発達，障害の状態及び特性等に応じた指導ができ
る施設・設備の配慮 2

表１．�特別な支援を必要とする生徒に対する指導支援の
現状（回答数順）

内　容 回答
者数

障害の特徴について理解が十分でない 8

該当生徒への適切なかかわり方がわからない 6

安全面や学習に効果的な環境の設定が難しい 6

該当生徒が他の生徒と積極的に関わるための助言
や声掛けが難しい 5

発達障害の可能性がある生徒に対しての指導方法
がわからない 4

生徒の実態に合わせた指導が難しい 1

表２．�発達障害の可能性がある生徒に対する指導上の困
りの実態（回答数順）

内容 具体例
障害に対する
理解について

・障害の特徴を理解できる資料
・発達障害の知識
・何から指導していくとよいか
・障害の程度に応じてどのようなかかわり
をするか

該当生徒に
ついて

・生徒に関して教員間での情報共有と連携
・生徒の興味や関心や特性に関わる情報
・保護者や医療，福祉との連携について
・特別支援学校の教員などの専門家からの
情報提供

・個別の支援，指導計画を深く理解する
・グレーゾーンの生徒を把握する
・小学校との引継ぎ事項の共有

指導法に
ついて

・周りの生徒に対する理解を啓発について
・各単元におけるスモールステップ
・コミュニケーションが難しい生徒に対し
ての声掛けの工夫

・技能習得までの道のりや簡単な練習方法，
ルールや用具の工夫

・発達障害の可能性ある生徒に対する体育
の実践事例

その他の
留意点

・指示に従わない行動や，話を聞いていな
い状況を横着さや不真面目な態度と考え
て指導しないこと

・頑張った事実を認め，褒めること

表３．保健体育科教員が指導や支援を行う際に必要なこと
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　「該当生徒に関わること」については，「連携」をキー
ワードとした記述が多く見られた。具体的には，教員間
の連携，保護者や医療，福祉との連携，特別支援学校
との連携，幼小などとの引継ぎである。その他には，グ
レーゾーンの生徒を把握することやその生徒に関わる情
報，支援が必要であるとされる生徒の個別の指導・支援
計画を広く周知することなどが挙げられた。
　指導法についてはどの授業にも共通して，周囲の生徒
への理解の方法について情報を求める回答が得られた。
また，体育の授業に限定すると，発達障害の児童生徒向
けの体育授業の実践例やそうした授業で行われている基
礎的環境整備に関わること，各単元におけるスモールス
テップの指導など，より具体的かつ実践的な指導・支援
の内容に関する情報を求める回答が得られた。
　その他では，主に新任の教員に向けた記述が見られ，
生徒の行動や活動に対して，否定的な姿勢を取らないこ
とや，肯定的な姿勢で頑張りを認めることなどが示され
た。

Ⅳ．考　察

　通常学級における特別な支援を必要とする生徒の体育
における実態として，個人活動場面，集団活動場面に共
通して「言語指示の理解」に困難さを抱える生徒が多い
ことが示された。安全管理に関連する指導や授業内容に
関わる動き，具体的な技術指導など，言語指示場面が多
いことが関連していると考えられる。
　また，集団活動場面において「生徒間のいざこざ」が
増える背景には，集団での話し合いや活動など，他者
との関係が必須になることで，参加していない生徒が目
立ってしまい，他の生徒からの非難を招きやすくなるこ
とによると推察される。
　特別な支援を必要とする活動や競技について，水泳や
陸上，器械運動などの個人活動場面において支援を必要
としていることが明らかになった。水泳は安全管理の観
点からも支援の必要性が高いと考えられる。また，個人
活動場面は技能レベルの差が客観的に把握されやすく，
生徒は上手くできないことに対する劣等感を感じやすい
傾向にあると推測できる。そのなかでも，水泳や器械体
操など，指導に際して高い専門性を求められる種目では，
その種目を専門としない教員が指導にあたる場合，生徒
が技能の向上や魅力を感じられないことが多くなってし
まうと考えられる5）。そうした原因により活動からの離脱
や活動への不参加が増え，支援を要すると推察される。
　また，集団活動場面の「バスケットボール」「バレー
ボール」では技能面の指導の必要性に加えて，一人の失

敗が得点や勝敗に影響しやすい競技特性が生徒間のいざ
こざの原因となり，試合や練習に対する意欲の喪失につ
ながることから支援を要する場面が増加すると考えられ
る。
　特別な支援を必要とする生徒に対する指導支援の現状
については，「学習内容の変更・調整」にかかわる合理
的配慮を実施している教員が多いことが示された。「学
習内容の変更・調整」を実施する教員が多いことについ
て，生徒自身の興味や課題の難易度が影響していると考
えられる。通常の学校の体育実技において，運動能力に
は差が大きく，授業内容のレベルは各学級によっても異
なる。そうした中で発達障害の可能性がある生徒に対し
て当該生徒のレベルに合わせた課題の提示が求められ
る。加えて，種目によっても得手不得手があり，できる
という成功体験を得られない活動については離脱や逃避
につながる可能性が高まることから，教員は生徒との対
話の中でできる課題を設定していると推察される。しか
しながら，こうした支援には集団における技能の向上と，
特別な支援を必要とする生徒に対する支援の両立が難し
いという課題もある。スモールステップを用意し，段階
に合わせてグループ分けをするなど，集団全体を課題達
成型にすることも効果的であると考えられる。その他に
も，全体説明に際して，ICT機器を利用し，視覚的支援
を実施するなど，有効な支援方法について試行を通した
アセスメントを行うことが求められるであろう。
　指導や支援における教師の困りについては，生徒と教
員とのかかわり方，生徒同士におけるかかわり方の支援
に難しさを感じている教員が多いことが示された。加え
て，指導にあたっては障害に関わる基礎的理解が十分で
ないと感じていることが読み取れる。保健体育科教員か
どうかに関わらず，通常校の教員で特別支援教育に関わ
る教員において障害の特性の理解が十分に進んでおら
ず，指導法がまだ確立・浸透していないと推察される。
通常の学校における特別支援教育に関する知識，指導法
の習得のために，特別支援学校の教員や生徒とも交流を
もつことを通して，専門性の高い指導法を身につけてい
くことが必要であろう。
　通常の学校の保健体育科教員が指導や支援を行う際に
必要な情報については，通常の学校の保健体育科教員は
障害特性に関する情報に加えて該当生徒本人に関わる情
報や，他の教員との指導法に関わる情報，また，医療や
福祉に関わる情報を求めていることが示された。こうし
た背景には，発達障害やグレーゾーンにあるとされる生
徒に対する理解が低いことに加えて，教科担任制である
影響もあると考えられる。小学校の場合，授業を行う教
員はほぼすべての場面で担任のため，該当生徒の特性や
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性格を理解しやすく，支援体制を整えやすい。しかしな
がら教科担任制である中学校の場合，担当する生徒数が
多く，常日頃から関わっているわけではないため，生徒
に関わる情報の共有を充実させることは必要不可欠であ
ろう。また，保健体育という身体活動を含む教科である
ため，生徒の身体の状態や心の状態を把握することは安
全面の視点からも求められる。よって，医療などの関係
機関からの専門的知見を教員間で共有し，指導にあたる
ことも重要になると考える。
　発達障害の生徒に対する実践的事例や技能習得の過程
などに関する情報を求めている保健体育科教員が多いこ
とについて，特別支援学校で行われる体育実技から教師
行動や，学習内容，環境設定の方法を研究し，通常の学
校における体育実技などに取り入れていくことが重要で
あろう。また，各県においてもそうした指導法について
例示しているため1），積極的に活用していく必要がある
と考える。
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